








































































































































































































番号 裁判所名・判決日 認定犯罪 39条の適用 掲載文献






①− 2 釧路地判平成19年 2 月26日 現住建造物等放火 心神喪失 裁判所 HP
①− 3 福岡高那覇支判平成16年11月25日 殺人未遂、殺人等 心神喪失 高検速報1446号
①− 4 大阪地判平成15年 9 月16日 殺人未遂、殺人 心神喪失 判タ1155号307頁
責任能力の認定手法について（竹川）　241
①− 5 名古屋高判平成13年 9 月19日 殺人 心神喪失 判時1765号149頁
①− 6 京都地判平成 8 年11月28日 殺人等 心神喪失 判時1602号150頁
①− 7 岡山地判平成 7 年12月18日 現住建造物等放火 心神喪失 判時1565号149頁
①− 8 大阪高判平成 4 年10月29日 殺人 心神喪失 判時1508号170頁
①− 9 東京地八王子支判平成元年 6 月26日 強盗致傷 心神喪失 判タ713号278頁
①−10 東京地判平成 9 年 8 月12日 殺人、銃砲刀剣類所持等取締法違反 心神耗弱 判時1629号156頁
①−11 広島高判平成元年 3 月23日 殺人未遂 心神耗弱 高検速報（平元） 3 号
①−12 最判昭和59年 7 月 3 日 殺人、殺人未遂 心神耗弱 刑集38巻 8 号2783頁
①−13 東京地判昭和39年11月20日 殺人 心神耗弱 判タ172号242頁
①−14 青森地判平成18年 2 月15日 殺人未遂 完全責任能力 裁判所 HP
①−15 仙台地判平成17年 8 月18日 殺人 完全責任能力 裁判所 HP
②− 1 東京地判平成 5 年 4 月14日 殺人 心神喪失 判時1477号155頁
②− 2 浦和地判平成元年 8 月23日 殺人 心神喪失 判タ717号225頁
②− 3 東京地判平成元年 5 月19日 殺人 心神喪失 判タ705号262頁
②− 4 東京地八王子支判平成10年10月26日 殺人 心神耗弱 判時1660号159頁
②− 5 東京地判昭和63年 7 月28日 殺人、殺人未遂 心神耗弱 判時1285号149頁
②− 6 大阪地判昭和60年 8 月27日 殺人 心神耗弱 判タ621号219頁
②− 7 東京地判平成 2 年 5 月15日 現住建造物等放火、殺人未遂 完全責任能力 判タ734号246頁
③− 1 大阪地判平成 5 年 9 月24日 強盗傷人 心神喪失 判時1477号155頁
③− 2 東京地判平成15年 7 月 8 日 強制わいせつ致傷 心神耗弱 判時1850号145頁
③− 3 福岡高判平成10年 9 月28日 殺人、殺人未遂 心神耗弱 判タ998号267頁
③− 4 札幌地判平成 6 年 2 月 7 日 非現住建造物等放火 心神耗弱 判タ873号288頁
③− 5 札幌高判平成 4 年10月29日 殺人 心神耗弱 判時1508号163頁
③− 6 東京高判平成元年 4 月24日 殺人等 心神耗弱 判タ708号264頁
③− 7 札幌高判平成 8 年 4 月25日 傷害致死 完全責任能力 判時1583号149頁
③− 8 福岡地判平成 7 年10月12日 現住建造物等放火未遂 完全責任能力 判タ910号242頁





③−10 東京高判平成 3 年10月22日 殺人、殺人未遂 完全責任能力 判時1422号142頁
④− 1 横浜地判平成13年 9 月20日 殺人、殺人未遂 心神喪失 判タ1088号265頁
④− 2 東京地判平成14年 3 月25日 強盗致傷、傷害、道路交通法違反 心神耗弱 判時1801号156頁
④− 3 名古屋高金沢支判平成 7 年 2 月 9 日 殺人 心神耗弱 判時1542号26頁
④− 4 東京高判平成 6 年 3 月25日 殺人 心神耗弱 判タ870号277頁
④− 5 浦和地川越支判平成 2 年10月11日 覚せい剤取締法違反、殺人等 心神耗弱 判時1382号137頁
④− 6 東京地判平成15年 6 月10日 殺人、死体遺棄等 完全責任能力 判時1836号117頁
④− 7 東京高判平成13年 8 月27日 覚せい剤取締法違反、殺人 完全責任能力 高検速報3149号
⑤− 1 東京高判平成19年 5 月29日 殺人未遂、鉄砲刀剣類所持等取締法違反 心神耗弱
東高刑時報58巻
12号32頁
⑤− 2 東京高判平成19年 8 月 9 日 殺人未遂、傷害等 完全責任能力 東高刑時報58巻20号59頁
⑤− 3 大阪地判平成18年10月19日 建造物侵入、殺人等 完全責任能力 裁判所 HP
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⑤− 4 富山地判平成17年 9 月 6 日 現住建造物等放火、殺人 完全責任能力 裁判所 HP
⑤− 5 東京高判平成13年 8 月30日 器物損壊 完全責任能力 高検速報3155号
⑥− 1 広島高松江支判平成18年 9 月25日 殺人 心神耗弱 判タ1233号344頁
⑥− 2 東京高判平成 6 年 3 月25日 殺人 心神耗弱 判タ870号277頁
⑥− 3 横浜地判平成16年 5 月25日 現住建造物等放火、住居侵入等 完全責任能力 判タ1183号341頁
⑥− 4 大阪地判平成15年 8 月28日 建造物侵入、殺人、殺人未遂等 完全責任能力 判時1837号13頁
⑥− 5 東京地判平成15年 6 月10日 殺人、死体遺棄、殺人未遂等 完全責任能力 判時1836号117頁
⑥− 6 東京高判平成13年 6 月28日 誘 拐、 殺 人、 死 体 損壊、強制わいせつ等 完全責任能力 判タ1071号108頁
⑥− 7 名古屋地判平成12年10月16日 殺人、殺人未遂等 完全責任能力 判タ1055号283頁
⑥− 8 名古屋地岡崎支判平成12年 5 月15日 窃盗、器物損壊、殺人等 完全責任能力 判時1720号171頁
⑥− 9 東京高判平成12年 1 月24日 殺人、窃盗 完全責任能力 判タ1055号294頁
⑥−10 札幌高判平成11年 9 月30日 航空機の強取等の処罰に関する法律違反 完全責任能力 判時1693号156頁
⑥−11 広島高判平成10年 2 月10日 殺人予備、殺人等 完全責任能力 判時1639号143頁
⑥−12 東京高判平成 8 年 7 月 2 日 強姦致傷、強盗殺人、強盗強姦等 完全責任能力 判タ924号283頁
⑥−13 札幌高判平成 8 年 4 月25日 傷害致死 完全責任能力 判時1583号149頁
⑥−14 東京地判平成元年12月21日 殺人、死体遺棄、窃盗 完全責任能力 判タ730号246頁
表 2 ：分析対象裁判例一覧（『難解な法律概念と裁判員裁判』公刊後の判例集登載裁判例）
事例
番号 裁判所名・判決日 認定犯罪 39条の適用 掲載文献
［ 1 ］ 山口地判平成27年 7 月28日 殺人、非現住建造物等放火 完全責任能力 判時2285号137頁
［ 2 ］ 大阪地判平成27年 6 月26日 殺人、銃砲刀剣類所持等取締法違反 完全責任能力 判時2280号136頁
［ 3 ］ 最判平成27年 5 月25日 殺人、殺人未遂、現住建造物等放火 完全責任能力 判時2265号123頁
［ 4 ］ 東京地立川支判平成27年 4 月14日 窃盗 心神喪失 判時2283号142頁
［ 5 ］ 京都地判平成25年 8 月30日 常習累犯窃盗 心神喪失 判時2204号142頁
［ 6 ］ 大阪高判平成25年 7 月31日 現住建造物等放火、殺人、殺人未遂 完全責任能力 判タ1417号174頁
［ 7 ］ 名古屋地判平成25年 6 月10日 危険運転致死、道路交通法違反 完全責任能力 判時2198号142頁






［ 9 ］ 東京高判平成25年 3 月28日 公務執行妨害、傷害 心神喪失 東高刑時報64巻90号
［10］ 大阪高判平成25年 2 月26日 殺人 完全責任能力 判タ1390号375頁
［11］ 東京高判平成24年10月 3 日 強盗傷人 完全責任能力 高刑速（平24）137頁
責任能力の認定手法について（竹川）　243
［12］ 青森家裁八戸支部平成24年 9 月27日決定 建造物侵入 心神喪失
家裁月報65巻 2 号
92頁





［14］ 福岡高判平成24年 9 月 6 日 道路交通法違反、自動車運転過失傷害 完全責任能力
高刑速（平24）
250頁
［15］ 東京高判平成24年 3 月 5 日 傷害、傷害致死 完全責任能力 高刑速（平24）81頁
［16］ 大阪地判平成23年10月31日 現住建造物等放火、殺人、殺人未遂 完全責任能力 判タ1397号104頁
［17］ 東京高判平成23年 8 月30日 傷害致死 完全責任能力 高刑速（平23）129頁
［18］ 東京高判平成23年 5 月12日 殺人 心神耗弱 東 高 刑 時 報62巻46頁
［19］ 福岡高判平成23年 4 月13日 現住建造物等放火 完全責任能力 刑集66巻 4 号631頁
［20］ 東京高判平成22年10月28日 窃盗 完全責任能力 判タ1377号249頁
［21］ 東京高判平成22年10月 4 日 強盗致傷、強盗未遂 完全責任能力 東 高 刑 時 報61巻224頁
［22］ 東京高判平成22年 7 月14日 殺人 心神耗弱 東高刑時報61巻176頁
［23］ 神戸地尼崎支判平成22年 4 月19日 現住建造物等放火 心神喪失 判タ1360号246頁
［24］ 福岡高那覇支判平成22年 3 月 9 日 殺人 心神耗弱 判時2073号153頁
［25］ 東京高判平成21年12月10日 窃盗 完全責任能力 判タ1347号74頁
［26］ 最決平成21年12月 8 日 殺人、 殺人未遂、 銃砲刀剣類所持等取締法違反 心神耗弱
刑集63巻11号
2829頁
［27］ 東京高判平成21年 9 月16日 殺人 心神耗弱 高刑速（平21）129頁
［28］ 東京地判平成21年 6 月 4 日 殺人、殺人未遂 完全責任能力 判タ1315号282頁
［29］ 神戸地判平成21年 5 月29日 殺人、殺人未遂、現住建造物等放火 完全責任能力 判時2053号150頁
［30］ 東京高判平成21年 5 月25日 傷害致死 心神耗弱 高 刑 集62巻 2 号1 頁
［31］ 東京地判平成21年 3 月26日 殺人未遂 完全責任能力 判時2051号157頁
［32］ 東京高判平成21年 3 月 2 日 殺人 完全責任能力 高刑速（平21）94頁
［33］ 名古屋高判平成20年 9 月18日 窃盗、殺人、傷害 心神耗弱 高刑速（平20）177頁
［34］ 大阪高判平成20年 7 月23日 殺人、 殺人未遂、 銃砲刀剣類所持等取締法違反 心神耗弱
刑集63巻11号
2873頁




















































































［23］：被告人は、 ラジオの DJ の態度が自分の投稿によって変わり、 そ
の DJ が自分を茶化しているように感じるという幻聴が始まり、
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方で、周囲の状況を認識し、その状況に応じて自己の意思で行動
している（心神耗弱）














































 第 4 項　ためらい・躊躇の有無
②− 2 ：犯行の決意から最終的な殺害終了までに相当の時間的経過が存
在したにもかかわらず、また、最愛の子供を三人も一挙に絞殺す

















































































































































































































































































































　例えば、分析対象裁判例の中には、①− 1 や①− 2 （いずれも統合失調症
類型）におけるように、形式的な違法性認識を直接に問題としていないと受






















































































































れうるし（前章第 5 節第 4 項参照）、統合失調症の場合には知能・知識・記
憶力等には障害を持つに至らない場合が多いことから、犯行後の行動の合




































4 4 4 4 4 4
）考慮すべきではない










































































合目的性（前章第 5 節第 1 項参照）や周囲の正確な状況認識（前章第 5 節第
2 項）が重視され、責任能力が肯定されている。しかし、犯罪を合理的に達
成する能力は、行為を思いとどまる能力（制御能力）とは異質のものではな
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、矛盾している






































































































（ 1 ）最判平成20年 4 月25日刑集62巻 5 号1559頁。
（ 2 ）団藤重光『刑法綱要総論〔第 3 版〕』（創文社、1990年）280頁。
（ 3 ）大判昭和 6 年12月 3 日刑集10巻682頁。一部の漢字と仮名遣いを改めた。
（ 4 ）刑集38巻 8 号2783頁（元自衛官殺人事件の第二次上告審である）。
（ 5 ）昭和59年決定において是認された総合的判断方法は、責任能力に関する近時の
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それとも、もともとの人格に基づく判断によって犯罪を犯したのか』という観点か
ら、統合失調症者の責任能力の有無・程度を判断することになる」と指摘する。
（ 7 ）松藤・前掲注 6 ・117頁。
（ 8 ）上田・前掲注 5 ・149頁以下。






の役割（ 1 ） （ 2 ・完）」早稲田法学会誌65巻 2 号（2015年）151頁以下、66巻 1 号
（2015年）189頁以下（以下、「役割」として引用する。）；拙稿「刑事責任能力論
における弁識・制御能力要件の再構成（ 1 ）（ 2 ・完）」早稲田法学会誌66巻 2 号
（2016年）321頁以下、67巻 1 号（2016年）225頁以下（以下、「弁識・制御能力」と

























（18）同様の指摘として、 安田拓人 「責任能力の意義」 法学教室430号 （2016年） 15頁。
なお、安田論文は、「精神の障害」に当たらないことのみを理由として39条の適用
を排除した例外的な裁判例として、神戸地判平成25年10月31日 LEX/DB25502421















































































































































































































































院） と清水洋佑氏 （同） から多くの示唆を受けました。ここに記してお礼申し上げます。
